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日 本 鱗 政 学会 第 31 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1984 年 ・ 東 京 ) 


講演 日: 1984 年 11 月 18 日 
会 場 : 東京 医科 歯科 大 学 


1。 オナ シモ ン キ アゲ ハ の 生態 と 遺伝 阿 江 茂 (東海 ) 

ダー ジリ ン の 近く の チー スタ で 採集 し た オナ シモ ン キ アゲ ハ (Papilio castor) 1 雌 よ り 採 卵 し て 成虫 
まで の 飼育 に 成功 し た . その 結果 と の 種 は 一 般 に クロ アゲ ハ 型 の 幼生 期 を も ち , と れ ま で 知ら れ て いな 
か っ た 終 齢 は 斜 帯 に 大 き な 白 紋 を 有する 幼虫 で も ある と と が わか っ た . また 台湾 北部 産 の 同種 の 飼育 に も 
成功 し た が , 終 齢 の 白 紋 は チー スタ 産 は どい ち じ る し く は な か っ た . その 後 , ・ 両 地域 間 の 雑 交 を 行っ た 
が , F, の 雌 は 擬態 型 の チー スタ 産 と 雄 型 の 台湾 産 の ほぼ 中 間 と な っ た . 終 見 の 白 紋 も は ぼ 中 間 的 で 
あっ た . 幼虫 は ミカ ン の 若葉 で 育て る と と が で きた が , 1 齢 で 食べ は じ め ず に 死ぬ 個体 が 多く , 最適 の 
食 草 と は 思わ れ な か っ た . 

また 他 種 と の 種 閥 交雑 を 行っ て 次 の よう な 結果 を 得 た . チー スタ 産 の ナガ サキ アゲ ハ と の 間 で は ほ と 
ん ど 真 黒 の 小形 の 雄 8 個体 を 得 , 日 本 産 モ ン キ アゲ ハ と の 間 で は や や 小形 の 有 尾 で モン キア ゲハ K 似 た 
雄 2 個体 を 得 た . さら に 台 浴 北部 産 と 同 地産 の タイ ワン モン キア ゲハ と の 交雑 を 行っ た と と ろ , 両親 よ 
り 小形 で は ある が , 3 雄 7 雌 の F, 成虫 を 得 た . と も に 有 尾 で あっ た が , 雄 の 後 次 に は 両親 の よう に 
は っ きり し た 折 絞 が あら われ た の に 対し て , 雌 の 白 才 は や や うす い オ ナシ モン キア ゲハ へ ハ 雌 の 白 紋 よ り も 
か な りう すい 白 紋 と な っ た . 雑種 幼虫 も すべ て ミカ ン で 飼育 し た . と これら FF, 成虫 の 生殖 能力 に つい て 
は ,。 ま だ ほとん ど た し か め て いな い が , サイ ズ 等 より みて 生殖 能力 を 有 し な い 可 能 性 が 高い と 思わ れる . 


2。 日 本 の コ ヒ ョ ウ モ ン 属 の 染色 体 斎藤 和夫 ・ 阿 部 東 ・ 熊 谷 義 則 (東北 ) ・ 小 野 決 (北海 道 ) 

日 本 の コ ヒ ョ ウ モ ン 属 の 雄性 生殖 細胞 の 染色 体 を 調べ , コ ヒ ョ ウ モ ン と ヒョウ モン チョ ウッ は 核 型 が 異 
な り , さら に ヒョウ モン チョ ウッ は 核 型 に 分 化 が み ら れ る と と が 明らか に な っ た . すなわち , コ ヒ ョ ウ 
モン で は 5Brenthis ino mashuensis お よび 以 .i. ftigroides が 共に ヵ 14, ヒョウ モン チョ ウッ の 5B. daphne 
iwatensis は n, 12, B. d@ rabdia は n, 13 の 染色 体 を も ちっ て いる . 


3. シロ チョ ウ 科 成虫 の 体液 令 白 分 画 小 池 久 義 ( 関 東 ) 


生物 の 分 化 , 変異 を 調べ る 手段 の 一 つと し て 蛋白 分 画 が ある . 昆虫 に 適用 する 場合 に は , 個体 , 組織 
レベ ル で の 分 析 は 不可 欠 で ある . と くに 蝶 成 虫 で は 大 量 の 体液 採取 は 不可 能 で ちる. さら に , 生活 環 が 
短く 変異 が 大 きい の で , 多 試料 の 分 析 が 必要 と な る . こと の 目的 に か な っ た 微量 迅速 分 析 法 を 確立 し て , 
蝶 成 虫 の 体液 重 白 分 画 の 測定 を 試み た . 成虫 体液 重 白 分 画 は 変態 を 伴わ な い 点 で , 安定 で ある と 考え ら 
れる が , ま づ その 点 I に つい て 検討 し た . 

モン シロ チョ ウッ は 我が国 で の 歴史 が 浅く , 移動 性 が 高い も の と 考え られ た た め , 変異 ・ 分 化 に つい て 
の 研究 は 少な い . し か し , 実際 に 飼育 する と , 例え ば , キャ ベツ 対す る 嗜好 の 程度 が 産地 に より 著 し 
く 異な り , 分 化 の 可能 性 が 伺え る . 

分 析 法 と し て は , 蛋白 カラ ム を 用 いる 高速 液 ク タロ 法 に よっ た . と の 方 法 に よる 最少 検出 量 は アル プ ミ 
ン で 50zg で あっ た . つい で , 各種 条件 下 で の 成虫 蛋白 分 画 の 変動 を 調べ た . 性 差 は 中 高 分 子 分 画 に 
み ら れ , 雌 の 方 が 高 漠 で あっ た . 日 令 の 進ん だ 成虫 で は , 蛋白 分 画 は 全般 的 に 著しく 減少 し た . 野外 個 
体 群 は 飼育 個体 群 に 比べ て , 高 分 子 分 画 が 減少 し て いた . な お 成虫 の 体液 の 蛋白 分 画 は ほぼ 似 て いた が , 
分 画 の 発達 は 悪かっ た . 地理 的 変化 に つい て は , 谷田 部 と 山梨 は 類似 し て いる が , 飯山 と 対馬 は 異 っ て 
いた . 以上 の 場合 , 一 般 に 分 画数 は 殆ど 変化 が な く , その 量 的 変化 に 止 っ て いた . 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


日 本 鱗 超 学会 第 31 回 大 会 講演 要旨 (1984) 33 


各 産地 に つい て , 分 画 の 百分率 を 示し た ( 表 1). と れ よ り , 距離 行列 を 求め , クラスター 分 析 
(Group-Average 法 ) を 行っ た . その 結果 は 図 1 に 示し た よう 記 , 明らか な 地理 的 分 化 が 認め られ た . 


表 1. モン シロ チョ ウッ ウ に お ける た ん 白 分 画 の 地 




















理 的 変異 
St Fraction Rt | liyama Yatabe Tsusima Yamanasi 
WRMANAS min. per cent 
6.22+0.20| 0.011 0.137 0.020 3.844 
YATABE 9.24 ー 20.467 一 22.583 
RG 9.94 24.277 22.431 9.732 49.077 
i 10.93 エ 0.12 | 15.881 29.862 39.551 3.473 
の 22 a a 0 12.04+0.11 | 12.120 3.651 一 2.381 
図 1. た ん 自分 画 より 求め た 各地 産 モ ン シ ロ 夫 Ne 欠 生還 
チョ ウッ の 類縁 関係 , 
13.16 a 次 259 = 
13.85 8.058 8.782 37.848 17.172 
14.27 8.140 一 ー 0.070 
17.79 — 3.705 一 = 
4. アゲ ハ の 交尾 器 の 動き と 光 受 容 虹 川 謙 太郎 (関東) 


蝶 類 の 交尾 器 上 に , 光 受 容器 が 存在 する . と これ に は 眼 の よう な 結 像 能力 は な い が , 明暗 の 判別 は で き 
る と 考え られ る . と の 光 受 容器 の , 生物 学 的 な 意義 の 解明 は 興味 深い 課題 で ある . 今回 , 光 受 容器 か ら 
の 入力 が , 腹部 の 運動 神経 の 活動 に 対し て 1 対 1 の 抑制 効果 を 持っ て いる と と が , 電気 生理 学 的 に 確認 
され た . すなわち , 腹部 や 交尾 器 を 動か す 筋 肉 を 支配 する 運動 神経 が 活動 状態 に ある 時 , 光 受 容器 が 働 
く と 運動 神経 の 活動 が 一 時 的 に 停止 する と いう も の で ある . と の よう な 活動 の 修飾 は , 主として 腹部 の 
屈曲 に 関与 する 筋肉 (腹部 縦走 筋 ) を 支配 する 運動 神経 か ら 容 易 に 記録 され た が , 交尾 器 自体 を 動か す 
筋肉 を 司る 細胞 か ら も 同様 の 反応 が 観察 され た . また , 様々 な 条件 下 で の 神経 系 の 切断 実験 か ら , と の 
反応 に 関与 し た 神経 回 路 の 一 部 は , 腹部 の 神経 系 内 に 局 在 し て いる と と が わか っ た . 

運動 神経 が 活動 する と いう と と は , と り も な お さ ず その 神経 に 支配 され て いる 筋肉 が 収縮 する と いう 
と と で ある . 電気 生理 学 的 に 観察 され た 上 記 の よう な 抑制 効果 は , 交尾 器 に 対す る 光照 射 が 引き お こす , 
腹部 や 交尾 器 の 運動 と 対応 する は ず で ある . 実際 , 正常 な 個体 を 固定 し て 尾部 に 光 刺 激 を 与え る と , 屈 
曲 し て いた 腹部 を 伸展 する , ある い は バル バ を 開く , ペニス を 伸ばす と いっ た 反応 が 誘発 され る 場合 が 
ある . また その よう な 反応 は 頭 部 を 切断 し て も 依然 と し て 出 続け て いる と と か ら , と れ ら の 運動 と 腹部 
神経 系 内 に 局 在 する 神経 回 路 の 活動 が 密接 な 関係 に ある と と は , ほぼ 確実 で ある . 

と と ろ で , 蝶 類 の 示す 行動 の レパートリー の 中 で , 交尾 器 の 積極 的 な 動き を と も な う も の は , 主 と し 
て 交尾 行動 や 産卵 行動 で ある . 現在 の と と ろ 断 定 的 な と と を 言う こと は で き な い が , 交尾 器 上 の 光 受 容 
器 の ひと つの 機能 は , 交尾 や 産卵 と いっ た 生殖 行動 の 調節 に 関与 し て いる の で は な いか と 考え られ る . 


S. ギフ チョ ウ の 央 は 冬期 は 休眠 し な い . ノ 本 。 田 計 一 (関東 ) 

ギフ チョ ウツ 映 の 成虫 分 化 C つ いて は と これ まで 次 の と こと が 報告 され て いる . 映 化 後 , 皮 は た だ ち に 内 因 
性 の 休眠 じ 入 り , 約 一 か 月 後 深い 休眠 か ら は 覚め る が , 自然 状態 で は 高温 と 長 日 に より 成虫 分 化 は 抑止 
され て お り , 夏 の 間 休 眠 は 持続 する . 9 月 中 旬 頃 , 気温 の 低下 に 伴い 映 は 休眠 を 停止 し , 成虫 分 化 が 開 
始 さ れる . 分 化 は @ っ くり 進行 し , 年 内 に お お むね D, に まで 発育 し , その 状態 で 冬 を 越す . 冬期 の 生 
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